第2学年3組　道徳学習指導案
日　時：平成28年2月12日（金）第6校時
場　所：2年3組教室　
指導者：教諭　伊藤　貴美子　
１　主題名　家族愛〔４―（６）〕
資料名　「おおきな木」（シェル・シルヴァスタイン作、村上春樹訳　あすなろ書房）
２　主題について
　(1)主題設定の理由
　　　本主題は、「学習指導要領解説道徳編」の内容項目４―（６）「父母、祖父母を敬愛し、家族の一員としての自覚を持って充実した家庭生活を築くこと。」を受けて設定されている。
　　　家族の支えがなければ、自分のことは一人でできないけれど、感謝をすることもできない。また、家族との関わりをうっとうしがりながらも自分の要求は主張する。中学生のこの時期は思春期真っただ中にあって親子関係がギクシャクしがちである。親に感謝の思いはあるもの素直に接することができない子どもも多い。しかし、今日自分がここにあるのは家族がいるからこそであり、その家族から多くの愛情を受けている。そのことをこの時期に考えさせることはとても意義あることである。自分と家族の関わりを振り返り、家族の愛情を感じとらせたいと考え、本主題を設定した。
　(2)生徒の実態
　　　本学級は、男子１５名、女子１７名の計３２名である。全体的に明るく元気のある雰囲気であるが、真面目に何事にも取り組む女子と遊ぶことに夢中になる男子と男女間で差が見られる。生徒の家庭環境については、父子家庭の生徒がいる。本題材を実施するにあたっての実態調査の結果は以下の通りである。
	１
	あなたの家では、家庭の仕事を役割分担してありますか。
	はい
　３１％
	いいえ
　６９％
	
	
	

	２
	家の人と学校での出来事について話をしますか。
	はい
　３８％
	どちらかといえば　３1％
	あまりしない　１９％
	いいえ
　１３％
	

	３
	家の人が自分のために何かしてくれたとき感謝の気持ちを伝えていますか。
	伝えている
　２８％
	だいたい伝えている　47％
	あまり伝えてない22％
	伝えていない３％
	

	４
	家の人からあなたの行動で注意を受けたとき、あなたはどんな態度をとっていますか。
	素直に聞く
１９％
	素直でないときも　50％
	口答えする
９％
	無視する
　１９％
	逆上する
　３％


家の人と学校の出来事を話している生徒は、「どちらかといえば…」の生徒も含めると６９％いる。何かをしてもらったときに感謝の言葉をだいたい伝えている生徒は７５％いる。男女別で見ると男子の方ができていない生徒が多い。しかし、家の人に注意された後の態度を見ると「無視をする」と答えた女子生徒の割合が高い。男女ともに家の人に対して素直になれなかったり、関わりを持とうとしなかったり、反抗したりといった態度をとっていることがわかる。生徒の中には母親に強くあたったり、暴言を吐いたりしている生徒がいる。
　(3)資料について
　　　「おおきな木」は1964年にアメリカで出版され、世界各国で世代から世代へ読み継がれている絵本である。少年とリンゴの木しか登場しないシンプルな話で、少年もリンゴの木もお互いのことが大好きな関係であるが、少年が成長するにつれて互いの関係が変わってくる。
　　　資料の前半部分はリンゴの木と男の子が仲睦まじく過ごす様子が描かれている。幼少期、生徒たちも母親や父親と同じように関わってもらったことを思い出し、懐かしさを感じるだろう。中盤部分は、男の子が少し成長し、リンゴの木とは遊ばなくなる。自分が困ったときだけやってきてリンゴの木に要求する少年と少年の願いを叶えてあげることに幸せを感じるリンゴの木。思春期真っ只中の生徒たちは、この頃の少年と自分が容易に重なるだろう。しかし、リンゴの木は葉も実も枝も幹もなくなってしまう。全てを失っても少年のために自分を差し出せたことにリンゴの木は幸せを感じている。読み終わった後に木は全てを差し出し本当に幸せなのだろうか。木の全てをもらった少年も何も感じることはなかったのか。主題にせまることができる資料だと考えている。
　(4)指導にあたって
　　　指導の際には、以下の点について留意する。
　　〇視聴覚機器を用いて資料を提示することで、資料への興味・関心を高める。
　　〇黒板の右から左に話が進行していくように絵を反転させて黒板に提示することで、資料のあらすじをつかみやすくする。
　　〇資料を前半・後半に分けて提示することで、木の愛情について考えやすいようにする。
　　〇ネームカードを黒板に提示させ、それぞれの考えを可視化することで多様な考えに気づかせ、多面的に考えられるようにする。
　　〇終末では、立志式の保護者からの手紙を思い出させることで、自分に対する保護者の愛情に目を向けさせる。
　　〇家族の姿は一様ではないので、様々な事情を抱えている生徒に対して十分に配慮する。
　(5)人権教育の視点
　　〇一人ひとりが発表しやすく、互いの考えや意見を認め合おうとする雰囲気作りに努める。
　　〇生徒の意見を丁寧に取りあげ、発表した生徒が「発表してよかった」と思えるような声をかける。
３　本校研究主題との関連
　　研究主題「自他のよさを認め合い、互いに高め合う生徒の育成」
　　　　　　～よりよい人間関係づくりと学び合う授業づくりを通して～
　(1)学び合いについて
　　〇発問の工夫　木の心情を多面的に捉えさせるため、「木は幸せだったのか」と問いかけ、幸せかそうではなかったのか心情カードを用いて自分の考えを明らかにさせる。生徒それぞれが考えた理由を発表することで様々な考え方に触れさせることができる。
　　〇学習活動の工夫　ネームカードや心情を可視化できる教材を活用し、ペアや全体での話し合いが活発にできるようにする。
　(2)道徳的価値の認識の深化、自他を認め合い、高め合う豊かな心の育成について
　　〇体験活動との関連を意識する　1月末に学年行事で立志式を行った。その時に保護者からの手紙を生徒は読んだので、本授業を実施した後、学級活動の時間に保護者へのお礼の手紙を書くことを予定している。
　(3)評価について
　　〇価値理解及び参加意欲のわかる評価　次の3つを授業の最後に自己評価させる。
　　　・今日の授業で大切なことが分かりましたか。
　　　・自分の心を見つめることができましたか。
　　　・今日の道徳で、誰の意見がどのように心に残りましたか。
４　他の教育活動との関連
	事前の活動等
	本時
	事後の活動

	（学年行事)
「立志式」
保護者からの手紙を読む。
	家族愛４－（６）
「おおきな木」
	（学級活動）
「1年後の自分を考えよう」
保護者に手紙の返事を書く。


５　評価の規準
　・自分と家族のことに置き換え、家族の深い愛情について感じ、感謝の気持ちを持つことができたか。
　・家族の一員としての自覚を持ち、協力していこうという気持ちを持つことができたか。
６　本時の展開
　(1)ねらい
　　　家族の深い愛情によって育てられたことに感謝し、より充実した家庭生活を築こうとする道徳的態度を育成する。　
　(2)展開
	過程
	時間
	学習活動
	主な主発問・指示(□)
予想される生徒の反応（・）
	指導上の留意点
	備考

	つかむ
	３
	１本時の資料に興味を持つ。
・表紙の絵を見て考える。
	□何が落ちてくると思いますか。
・猫　・ボール　・リンゴ
	・資料の表紙を見せ、資料への興味を高める。
	表紙絵

	深める
	35
	２資料の前半部分を聞き話し合う。
（１）リンゴの木と少年の関わりについて考える。
・絵であらすじをつかむ
（２）リンゴの木の心情について考える。


３資料の後半部分を聞き話し合う。

	□リンゴの木と少年の関係の変化に注目して聞きましょう。
□話の順番に4枚の絵を並び換えて下さい。
□この時少年は木にどんなお願いをしたかな。
・お金が欲しい・家が欲しい
・舟が欲しい
□どうして木は少年の願いを聞いてあげるのでしょう。
・大好きだから・心配だから
・幸せになった側　
少年の望みを叶えてあげることができたから
・幸せにならなかった側　
全てを失ったから
（補助的な発問）木にとっての幸せって何だろう。
□男性と木はどんな言葉を語りかけていると思いますか。
・ありがとう　・ごめんね
	・絵本を動画に編集したものを視聴させる。
・どんどんみすぼらしくかわいそうな姿になっていく木の姿に気づかせる。
・短冊を用意しておき場面把握が容易にできるようにする。
・木が少年にしてあげたことも確認する。

･吹き出しに入る言葉考えさせる。
	テレビ
ＤＶＤ
絵
｢心情板｣
ワークシート
テレビ
ＤＶＤ
吹き出し

	まとめる
	12
	４本時の学習を振り返る。
（１）感想を書く
（２）発表する
（３）自己評価する
	□あなたにとって「おおきな木」は誰ですか。
	・自分にとってのおおきな木を考えさせることで家族との関わりを振り返らせる。
	ワークシート



(3)板書計画










研究の仮説


(2)道徳の授業において、評価を念頭に、教材開発、体験活動や発問、活動を工夫して、「学び合い」の場面を継続的に展開していけば、道徳的価値の認識を深めることができ、自他を認め合い、高め合う豊かな心が身についていくであろう。





幹を切りたおされた木はしあわせになったでしょうか。





言語活動：「幸せになった」「ならなかった」自分の考えを、根拠を持ってペア・全体で発表し合う。





　　「おおきな木」





幹を切りたおされた木は


しあわせになったでしょうか。








幸せ





幸せじゃない





「おおきな木」　　　　　　　　シェル・シルヴァスタイン作、村上春樹訳





　あるところに、いっぽんの木がありました。


　その木はひとりの少年のことがだいすきでした。


　少年はまいにちその木の下にやってきました。


　そしてはっぱをいっぱいあつめました。


　はっぱでかんむりをつくり森の王さまになりました。


　木のぼりだってしました。


　えだにぶらさがってあそびました。


　そしてりんごをたべました。


　いっしょに「かくれんぼ」をしてあそびました。


　くたびれるとこかげで少年はねむりました。


　少年はその木がだいすきでした・・・　　だれよりもなによりも。


　木はしあわせでした。


　でもじかんがながれます。


　少年はだんだんおおきくなっていきます。


　木がひとりぼっちになることがおおくなります。


　そしてある日、少年が木の下にやってきました。


　木はいいました。


「いらっしゃい、ぼうや。わたしにおのぼりなさい。えだにぶらさがって、りんごをおたべなさい。わたしのこかげであそんで、しあわせにおなりなさい」


「もう木のぼりをしてあそぶとしじゃないよ」と少年はいいました。


「ものを買って楽しみたいんだ。おかねがいるんだよ。おかねがなくっちゃ。ぼくにおかねをちょうだい」


「ごめんなさい、おかねはないの」と木はいいました。


「わたしにあるのは、はっぱとりんごだけ。りんごをもっていきなさい、ぼうや。それをまちでお売りなさい。そのおかねでしあわせにおなりなさい」


いわれたとおり少年は木にのぼり、あるだけのりんごをあつめ、それをはこんでいきました。


木はしあわせになりました。


でもそのあとながいあいだ少年はすがたをみせません・・・。


木はかなしくなりました。





そんなある日、少年がまた木の下にやってきました。


木はよろこびにからだをふるわせました。


「おいで、ぼうや。わたしにおのぼりなさい。そしてえだにぶらさがってあそんで、しあわせにおなりなさい」


「ぼくはいそがしくて、木のぼりなんてしていられないよ」と少年はいいました。


「ぼくにはあたたかくくらせる家がいるんだ」と少年はいいました。


「おくさんもほしいし、こどももほしいし、それには家がいるんだ。ぼくに家をちょうだいよ」





　「わたしは家をもっていないの」と木はいいました。　「この森がわたしの家なのだから。でもわたしのえだを切って、それで家をつくればいいわ。そうして、しあわせにおなりなさい」


　少年はいわれたとおり木のえだを切り、それをはこんでいって家をつくりました。


　木はしあわせでした。


　でもそのあとながいあいだ少年はすがたをみせませんでした。


　


少年がまたもどってきたとき、木はこころからしあわせでした。


　それこそもうくちもきけないくらい。


　「いらっしゃい、ぼうや」と木はささやきかけました。


　「楽しくあそびましょう」


　「ぼくはあそぶにはとしをとりすぎているし、こころがかなしすぎる」と少年はいいました。


　「ぼくはふねがほしい。ここじゃないずっととおくにぼくをはこんでくれるふねが。ぼくにふねをおくれよ」


　「わたしのみきを切ってふねをつくりなさい」と木はいいました。


　「それにのってとおくにいって・・・しあわせにおなりなさい」


　いわれたように少年はみきを切りたおしました。


　それでふねをつくり、とおくにたびだちました。


　それで木はしあわせに・・・なんてなれませんよね。





　ずいぶんながいじかんがながれ、少年はまたもどってきました。


　「ごめんなさい、ぼうや」と木はいいました。「わたしにはもうなにもないの。あなたにあげられるものがー」


　「りんごはもうひとつもないし」


　「ぼくの歯はよわくて、りんごなんてたべられないさ」と少年はいいました。


　「えだだってもうないし」と木はいいました。「ぶらさがってあそぶこともー」


　「えだにぶらさがってあそぶには、ぼくはとしをとりすぎている」と少年はいいました。


　「みきだってないわ」と木はいいました。「もうわたしにのぼることもー」


　「木のぼりするようなげんきは、もうぼくにはないよ」と少年はいいました。


　「かわいそうに」といって木はためいきをつきました。「あなたになにかをあげられるといいのだけど・・・でもわたしにはもうなにものこっていない。いまのわたしはただのふるい切りかぶ。わるいんだけど・・・」


　「ぼくはもう、とくになにもひつようとしない」と少年はいいました。「こしをおろしてやすめる、しずかなばしょがあればそれでいいんだ。ずいぶんつかれてしまった」


　「それなら」と木はいいました。そしてできるだけしゃんと、まっすぐからだをのばしました。


　「ふるい切りかぶなら、こしをおろしてやすむにはぴったりよ。いらっしゃい、ぼうや、わたしにおすわりなさい。すわって、ゆっくりおやすみなさい」


　少年はそこにこしをおろしました。


　それで木はしあわせでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おしまい





【評価】


自分を見守り愛情を持って育ててくれた家族に感謝する記述がある。





・自分の考えをワークシートに記入させる。


・「心情板」を活用させ、ペアで話し合わせる。


・ネームカードを用いて全体で共有させる。


（学び合い）








